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○年 国語科学習指導案 
 授業者 大阪市立○○小学校 ○○ ○○ 

１ 日  時 令和７年○○月○○日（○）第○校時（○○：○○～○○：○○） 

２ 学年・組 第○学年○組（在籍○○名） 

３ 単 元 名 ○○○○○○○○ 

  （作者名「題名」東京書籍○年○） 

４ 単元目標 

(1) ○○○○○○○○○○ことができる。                   〔知識及び技能〕(2)○ 

(2) ○○○○○○○○○○ことができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(1)○ 

(3) ○○○○○○○○○ことができる。 

   〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(1)○ 

(4) ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○とする。 

                               「学びに向かう力、人間性等」 

 

５ 単元間の関連と系統 

前単元（○年○月）       本単元（○年○月）        次単元（○年○月） 

 

 

 

 

 

 

 

６ 単元で取り上げる言語活動 

 「○○○」という言語活動を設定する。これは、○○※どんな活動かの説明○○○というものである。この言

語活動を行うためには、○○○たり、○○○たりすることが必要となる。したがって、本単元の目標にふさわし

い言語活動であると考えた。 

（関連：〔思考力・判断力・表現力等〕C(２)○） 

７ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①○○○○○○○○○○○○し

ている。（(2)○） 

 

①○○○○○○○○○○○○ている。 

（Ｃ(1)○） 

②○○○○○○○○○○○○ている。 

   （Ｃ(1)○） 

①○○○○○○○○○○○○う

としている。 

 

８ 指導にあたって 

【学習者観】 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

「４ 単元目標」 

＊下記「７ 評価規準」の内容と対応。文末

表現は「ことができる。」「とする。」など、こ

の雛型の通りにする。 

＊末尾に〔対応する指導事項の項目〕を、指

導要領を参照しながら書く。 

＊例年通り、単元の内容にあった内容で、具

体的に書く。 

※（４）については、指導要領そのままの文

言で書く。 

 

「６ 単元で取り上げる言語活動」 

＊単元の中心となる言語活動を書く。

必ずしも「なにか形になるものを作

る」必要はない。第二次で毎時間取り

組むことでもよい。 

「７ 評価規準」 

＊上記「４ 単元目標」の内容と対応。文末表現は、この

雛型の通りにする。 

＊末尾に〔対応する指導事項の項目〕を、この雛型のよう

に記号で書く。 

「７ 評価規準」の「主体的に学習に取り組む態度」 

＊ 単元目標と言語活動を関連させて、どのようになってほ
しいかを考え、４つの文言や内容を入れる。文末は「～として

いる」。 

①粘り強さ（「積極的に」「進んで」「粘り強く」等） 

②自らの学習の調整（「見通しをもって」「学習課題に沿っ

て」「今までの学習を活かして」等） 

③思考判断表現の重点とする内容（特に粘り強さを発揮し

てほしい内容） 

④当該単元の具体的な言語活動（自らの学習の調整が必

要となる具体的な言語活動） 

・参考例 

進んで、登場人物の気持ちの変化について、場面の移り変

わりと結び付けて具体的に想像し、学習課題に沿って、感じ

たことや考えたことを文章にまとめようとしている。 

学習材 

「○○○○○○○○○○○」 

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○。 

学習材 

「○○○○○○○○○」 

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○。 

学習材 

「○○○○○○○○○○○」 

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○。 

＊数字が２桁以上のときは、半角。 

「５ 単元間の関連と系統」 

＊時系列ではなく、指導内容の系統上

の順序で書く。前学年の単元でもよい。 

＊「 」には学習材の題名を書く。 

＊その下には、単元目標（１）～（４）

をまとめた形で、単元目標を書く。 

＊前単元、次単元についても、本単元の

書きぶりに合わせて、系統が分かるよ

うに書く。 

【学習者観】 

＊下記の「単元観」、「指導観」と対応し、「４ 単元目標」と関連する事柄に絞って、 

・学習者がこれまでにどのような力をつけてきたか 

・どのような学習経験を積んできたか（言語活動）（交流） 

・どのような課題があるか  などを書く。 

「３ 単元名」 

＊単元名は、学習者に提示する形で書く。 
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○。 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

【単元観】 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

【指導観】 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。 

 

９ 指導と評価の計画（全○時間） 

次 時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

一 

１ 

 

 

２ 

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○。 

○○○○○○○○○○○○

○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○。 

 

・○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○。 

 

二 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

本

時 

８ 

○○○○○○○○○○○○

○。 

 

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○。 

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○。 

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○。 

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○。 

 

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○。 

 

・○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。 

［思考・判断・表現①］ 

○○○○ 

・○○○○○○○○○○

○○いるかの確認 

 

［思考・判断・表現②］ 

○○○○ 

・○○○○○○○○○○

○○○○○○○○いる

かの確認 

 

［知識・技能①］ 

○○○○○○○ 

・○○○○○○○○○○

○○○○○○○○いる

かの確認 

三 

９ 
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○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○。 

 

〇○○○○○○○○○○○○

○○○○○○。 

 

○○○○○○○○○○○○○

・○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○

［主体的に学習に取り組

む態度①］ 

○○○○ 

・○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○

○○○○○○うとして

【単元観】 

＊「学習者観」、「指導観」と対応し、「学習材の特性」と「学習者の実態」を踏まえ、単元で付けたい

力に沿う形で書く。（指導観と同じ事柄にならないように） 

学習者はどのような交流のニーズを持ちそうかにも着目しながら書く。 

指導上の留意点 

＊１時間につき１，２点程度に絞り、

「学習目標を達成するための手立て」

として、最も重視する留意点を書く。 

＊「○○することで、～ようにする。」

という形式で書くことを基本とする。 

【指導観】 

＊毎時間の内容を時系列で書く必要はない。（それは「９ 指導と評価の計画」を読めばわかるため） 

＊「学習者観」と「単元観」をふまえ、特に重要な点について、指導の方法やその意図について書く。 

＊交流の場のもち方（学習の調整という観点から） については、必ず書くようにする。 

＊発達段階に応じて、交流以外の面からも学習者の「学習の調整」を重視して取り組む場合は、その

ことも書く。 

評価規準・評価方法等 

＊「７ 評価規準」に合わせて、この

ような文末表現で書く。 

 

＊「主に第○時にこの評価をする」と

いう意味で、「横」を揃える。 
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○○○○○○。 

 

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○。 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○。 

いるかの確認 

［知識・技能①］○○○○ 

「おおむね満足できる」状況（B）評価 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○ている。 

「努力を要する」状況（C）への手立て 

 ・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○。 

［思考・判断・表現①］○○○○ 

「おおむね満足できる」状況（B）評価 

 ・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○ている。 

「努力を要する」状況（C）への手立て 

 ・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○。 

［思考・判断・表現②］○○○○○ 

「おおむね満足できる」状況（B）評価 

 ・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○ている。 

「努力を要する」状況（C）への手立て 

 ・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

 ・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○。 

［主体的に学習に取り組む態度①］○○○○○○ 

「おおむね満足できる」状況（B）評価 

 ・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○うとしてい

る。 

「努力を要する」状況（C）への手立て 

 ・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

 ・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）評価 

＊この雛型のような文末表現で、「何が、どこまでできていればＢ評価

なのかを具体的に書く。 

 

「努力を要する」状況（Ｃ）への手立て 

＊自力ではＢ評価に達さないであろう学習者に、どのような支援を行

えばＢ評価に達することができるかを、「～することによって、～でき

るようにする。」などのような表現で書く。 

 

＊「主体的に学習に取り組む態度」を評価するために「学びの自覚、

学びの調整」の姿を引き出したい。そのためにどのような手立てを講

じるのかを具体的に書いているとよい。 

例えばノート、例えばワークシートのように、何を見ることによって

その評価をするのかを書く。 
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10 本時の学習 

（１）本時の目標（○／○） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○ことができる。 

（２）本時の展開 

学習活動 指導上の留意点 評価 

１ ○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○。 

 

 

 

２ ○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○。 

３ ○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○。 

 

 

 

 

 

 

４ ○○○○○○○○。 

 

 

 

５ ○○○○○○○○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○。 

 

 

 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○。 

・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆［○○○○］ 

○○○○ 

・○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○

○○○○○ている。 

 

11 板書計画 

 

「評価」 

＊「９ 評価規準・評価方法」に合わ

せて、このような文末表現で書く。 

＊「主にこの学習活動に関わってこの

評価をする」という意味で、「横」を揃

える。 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

めあて 

＊完全に、学習者に示す「めあて」そ

のもののかたちで書く。 

＊漢字も、履修済みのもののみ使って

書く。 

 

学習活動 

＊振り返りを本時の学習中に行う場

合は、振り返りも「５ 振り返り」の

ように１項目として書く。 

 

＊必ず毎時間振り返りを行わないと

いけない、ということはない。本時に

は行わないという場合も考えられる。

しかし、単元全体のどこか適切な時点

で、「言葉によるふりかえり」は必ず行

うようにする。その際、学習者が「自

らの学びを自覚」し「自らの学びを調

整」しようとしたかどうかが見取りう

るような「振り返りの観点」や「文型」

を示すなどの手立てを必ず行うよう

にする。 

板書計画 

＊実際の板書を想定して、漢字も、履修済みのもののみ使って書く。 

 

 

＊著作権の問題で、挿絵は         のような形で載せ、 

 本文中の挿絵そのものをコピペしてはいけない。 

教科書P．○ 

○○の挿絵 

本時の目標 

＊「４ 単元目標」と整合性を取りな

がら、この雛型のような文末表現で、

具体的に書く。 

指導上の留意点 

＊「○○することで、～ようにする。」

という形式で書くことを基本とする。 

＊特に「交流」の場面で、学習者が自

分のニーズに合った交流をすること

ができるような手立てについて書く

ようにする。 


